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				このページは検証済みです
は十五分位立往生させられる事もあり。巴里の如き半遊覽地と異り兎も角も世界商業及金融の中心たる丈に、此銀行を中心として City 全體の活動振は流石に目覺ましきものある也。



○




　英國民の氣質は第一にはサブスタンシヤル也。彼等は名を捨てゝ實を取る國民也。內容にして豐富ならば外見は如何にても宜しとなす國民也。第二にはコンサーバチブ也。彼等は何事も在來の物にて間に合せ、萬止むを得ざる場合に立至らざる限り改良を施す事なし。かゝる特性は此國に於ける萬般の制度文物に於て是を認むるを得れど、手近き例は家屋也、倫敦の家屋は巴里の夫の典雅優麗なるに反し何となく無趣味にし
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